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 [授業の概要・目的]
　イノベーションは多くの場合新市場の創出を目指し既存の市場が存在しないため、その実現を担
うスタートアップには高い不確実性が伴う。ベンチャーキャピタルのような集団投資スキーム（フ
ァンド）は機関投資家等から資金を募り、不確実性の高いスタートアップに対して資本性資金を集
中的に投資することでイノベーションに必要な資源を獲得させるダイナミックな仕組みであり、日
本においてもその重要性はますます増大している。
　本授業では、ベンチャーファイナンスの考え方や仕組みを解説し、起業の初期の段階における資
金調達から株式上場やM＆A（会社売却）まで、スタートアップにとって必要となるファイナンス
活動の全体像について理解を深める。授業では講義に加え、実際の事例をもとにしたケース分析も
行う。

 [到達目標]
　資金調達に際して必要となるベンチャーファイナンスの考え方や仕組み、企業価値、コーポレー
トガバナンス、株式上場やM＆Aによる出口戦略まで、基礎的な概念に対する理解を網羅的に習得
する。

 [授業計画と内容]
２月２６日（水）
　３限 １．ベンチャーファイナンスとは
　・debtとequity
　・エンジェル投資家、インキュベーター等の役割
　・ベンチャーキャピタルの仕組み、機関投資家のポートフォリオマネジメント

　４限 ２．資本政策と企業価値評価
　・資本政策の考え方
　・企業価値評価の方法
　・シード、アーリー、グロースのステージ別の重点事項
　・ケース分析

３月５日（水）
　３限 ３．コーポレートガバナンス
　・企業統治の考え方
　・株主とステークホルダー
　・取締役会の役割

　４限 ４．上場、Ｍ＆Ａ、出口戦略
　・株式市場と株式上場の意義
　・Ｍ＆Ａによる会社売却
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　・創業経営者個人の出口戦略
　・ケース分析

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
レポート提出
授業参加・貢献（出席および授業中のミニクイズ、質問・発言等）

 [教科書]
水永政志 『ベンチャーファイナンス実践講義』（ダイヤモンド社,2013）ISBN:978-4478021330
 [参考書等]
  （参考書）
磯崎哲也 『増補改訂版 起業のエクイティ・ファイナンス』（ダイヤモンド社,2022）ISBN:978-
4478116203

  （関連ＵＲＬ）
 https://www.saci.kyoto-u.ac.jp/venture/ims/(産官学連携本部のアントレプレナーシップ人材育成プログ
ラム、セミナー等の情報、起業相談等についてはURL参照)

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業中の双方向の討議のために事前アンケートに回答すること（履修登録者にGoogle Formへのリ
ンクをKulasisから送付する）。
PandA上に掲載する予習用の教材およびケース分析資料を事前に読了すること（授業開始の2週間前
に掲載。掲載時はKulasisにて通知する）

 [その他（オフィスアワー等）]
●別途指定する

●本科目は大学院教育支援機構が提供する「産学協同教育コース」を構成する科目であるが、コー
ス履修に関わらず本科目のみ受講することも可能です。


